
文化審議会答申「改定常用漢字表」について

Ⅰ 経緯等

○ 「当用漢字表」（昭和 21 年）を改定した「常用漢字表」（昭和 56 年）は，法令，公用

文書，新聞，雑誌，放送など，一般の社会生活において，現代の国語を書き表す場合の

「漢字使用の目安」を示すもの。

○ 難しい漢字も簡単に打ち出せるパソコンや携帯電話などの情報機器の急速な普及に

より，文字使用環境が大きく変化。そのため，平成１７年３月から，文化審議会国語分

科会において，現行常用漢字表の見直しについて審議。

○ 国民からの意見募集を２度（平成 21 年 3～4 月，同年 11～12 月）実施し，更に追加・

削除候補漢字を中心とした意識調査（平成 22 年 2 月，全国 16 歳以上の男女約 4100 人

から回答）を実施。

Ⅱ 字種・音訓・字体の選定等

○ 出現頻度，造語力の有無，読み取りの効率性などの観点から，別紙の 196 字を追加し，

5 字を削除。現行 1945 字から 2136 字の漢字表に改定。（「碍（がい）」については，「障

がい者制度改革推進本部」の検討結果を踏まえ，必要があれば改めて検討。）

○ 専ら固有名詞を表記するのに用いる漢字は対象外として追加しないが，都道府県名に

用いる漢字（＝岡，阪，熊，鹿，梨，阜，茨，媛，埼，奈，栃）及びこれに準じる漢字

（＝畿，韓）は例外として追加。

○ 現行の常用漢字に，「関（かか）わる」，「応（こた）える」，「創（つく）る」，「育（は

ぐく）む」，「委（ゆだ）ねる」，「旬（シュン）」などの音訓を追加。

○ 追加字種の字体（印刷文字における字体）については，「表外漢字字体表」（平成 12

年 12 月国語審議会答申）に示された「印刷標準字体」を基本としつつ，以下の 5 字（＊）

に，括弧内に示す「許容字体」を併せて明示。また，「しんにゅう」「しょくへん」の例

を含め，印刷文字字形とは異なる手書き特有の字形を持つ字について，具体的に説明。

＊ 遡［遡］，遜［遜］，謎［謎］，餅［餅］，餌［餌］ ［ ］の外が「印刷標準字体」

○ 必要に応じ，振り仮名等を用いて読み方を示すような配慮をするなどした上で，表に

掲げられていない漢字を使用することもできると明記。

○ 学校教育との関係については，常用漢字表の「答申前文」の考え方を継承し，別途の

教育上の適切な措置にゆだねることとした。

Ⅲ 今後のスケジュール

平成 22 年 秋～冬ころ 内閣告示･訓令

常用漢字表は，その性格で述べたとおり，一般の社会生活における漢字使用の目安として作成
したものであるが，学校教育においては，常用漢字表の趣旨，内容を考慮して漢字の教育が適切に
行われることが望ましい。

なお，義務教育期間における漢字の指導については，常用漢字表に掲げる漢字のすべてを対象と
しなければならないものではなく，その扱いについては，従来の漢字の教育の経緯を踏まえ，かつ，
児童生徒の発達段階等に十分配慮した，別途の教育上の適切な措置にゆだねることとする。

（昭和５６年３月２３日国語審議会答申「常用漢字表」前文）



追加及び削除字種の一覧

＜現行「常用漢字表」に追加する字種（１９６字）＞

＜現行「常用漢字表」から削除する字種（５字）＞
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